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１１・３全国労働者集会

　
石
破
新
政
権
が
誕
生
し
、
最
短
で
の
解
散
―
総
選
挙
と
な
り
ま
し
た
。
石

破
は
「
核
共
有
・
持
ち
込
み
」
が
持
論
で
あ
り
、「
デ
モ
は
テ
ロ
」
と
主
張

す
る
筋
金
入
り
の
タ
カ
派
で
す
。
自
民
党
支
配
の
崩
壊
の
中
で
、
岸
田
政
権

の
安
保
３
文
書
―
大
軍
拡
路
線
を
継
承
し
、
戦
争
へ
突
進
し
て
い
ま
す
。

　
イ
ス
ラ
エ
ル
は
ガ
ザ
で
４
万
人
以
上
を
虐
殺
し
、「
レ
バ
ノ
ン
も
ガ
ザ
の

よ
う
に
な
る
」
と
公
言
し
中
東
全
域
へ
の
戦
争
拡
大
を
狙
っ
て
い
ま
す
。
国

際
帝
国
主
義
は
、
こ
れ
を
自
衛
権
の
行
使
と
し
て
擁
護
し
、
兵
器
供
与
を
続

け
て
い
ま
す
。東
ア
ジ
ア
で
は
中
国
侵
略
戦
争
の
危
機
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

　
労
働
運
動
の
変
革
、
安
保
・
沖
縄
闘
争
（
反
戦
闘
争
）
の
転
機
と
な
る

11
・
３
労
働
者
集
会
に
し
た
い
と
思
い
ま
す
。「
労
働
者
の
選
択
肢
は
11
・

３
日
比
谷
野
音
」「
戦
争
を
止
め
、
社
会
を
変
え
る
力
が
こ
こ
に
あ
る
」
を

訴
え
て
大
結
集
を
実
現
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
解
雇
規
制
の
緩
和
や
労
働
組
合
を
社
友
会
に
置
き
換
え
る
攻
撃
は
、
関
西

生
コ
ン
支
部
弾
圧
や
港
合
同
昌
一
金
属
へ
の
倒
産
攻
撃
、
あ
る
い
は
Ｊ
Ｒ
資

本
の
攻
撃
と
し
て
強
ま
っ
て
い
ま
す
。弾
圧
へ
の
怒
り
と
危
機
感
を
結
集
し
、

「
ス
ト
ラ
イ
キ
を
闘
う
労
組
、
こ
こ
に
あ
り
」
を
推
進
す
る
の
が
11
・
３
労

働
者
集
会
で
す
。
ぜ
ひ
と
も
全
国
か
ら
結
集
を
お
願
い
し
ま
す
。

〝
Ｊ
Ｒ
大
再
編
に
組
織
拡
大
で
闘
お
う
〟

動
労
千
葉
が
第
54
回
定
期
大
会
を
開
催

択
し
た
。
ス
ト
権
投
票
は
１
０
０
％

で
批
准
さ
れ
た
。

■
関
委
員
長
あ
い
さ
つ

　
私
た
ち
は
大
き
な
歴
史
の
分
岐
点

に
立
っ
て
い
ま
す
。
特
に
戦
争
へ
の

突
進
で
は
重
大
な
転
換
と
具
体
的
な

軍
事
体
制
構
築
が
進
め
ら
れ
て
い
ま

す
。
労
働
組
合
は
団
結
と
権
利
の
拠

り
所
で
あ
る
と
同
時
に
反
戦
の
砦
で

す
。
地
域
、
街
頭
、
職
場
で
自
国
政

府
の
戦
争
政
策
と
闘
い
、
労
働
者
同

士
が
殺
し
合
う
の
で
は
な
く
国
境
を

超
え
て
団
結
し
、
絶
対
に
戦
争
を
阻

止
す
る
こ
と
を
労
働
組
合
の
最
も
重

要
な
任
務
と
し
て
こ
の
大
会
で
改
め

組
立
作
業
で
08
年
か
ら
17
年
３
月
ま

で
に
約
４
９
０
０
本
の
圧
入
時
の
圧

力
が
基
準
外
で
、
約
１
２
０
０
本
は

デ
ー
タ
を
基
準
値
内
に
書
き
換
え
る

改
竄
を
行
っ
て
い
た
こ
と
を
明
ら
か

に
し
ま
し
た
。

　
Ｊ
Ｒ
東
日
本
は
17
年
の
調
査
時
に

不
正
が
確
認
さ
れ
た
に
も
関
わ
ら

ず
、
完
全
に
隠
蔽
し
て
い
ま
し
た
。

　
さ
ら
に
、
９
月
27
日
に
は
子
会
社

の
総
合
車
両
製
作
所
が
２
１
１
４
本

で
検
査
デ
ー
タ
を
改
竄
し
て
い
た
こ

と
を
発
表
し
ま
し
た
。

　
Ｊ
Ｒ
東
日
本
に
は
９
月
24
日
に
国

土
交
通
省
の
特
別
保
安
監
査
が
開
始

さ
れ
、
立
入
検
査
も
行
わ
れ
て
い
ま

す
。
30
日
に
は
総
合
車
両
製
作
所
に

も
立
入
検
査
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
担
当
者
へ
の
聞
き
取
り
で
は
、「
作

て
確
認
し
た
い
。

　
こ
の
情
勢
の
中
で
、
何
よ
り
問
わ

れ
て
い
る
の
は
労
働
運
動
の
変
革
で

す
。
戦
争
に
動
員
さ
れ
る
の
が
労
働

者
な
ら
戦
争
を
止
め
る
力
が
あ
る
の

も
労
働
者
で
す
。
階
級
的
労
働
運
動

の
復
権
の
た
め
に
、
11
・
３
労
働
者

集
会
の
成
功
に
向
け
て
総
決
起
を
お

願
い
し
た
い
。

　
地
方
ロ
ー
カ
ル
線
の
全
面
的
な
廃

線
化
。「
40
年
に
一
度
」
と
言
わ
れ

る
労
働
法
制
の
改
悪
は
「
社
友
会
攻

撃
の
全
社
会
化
」
で
す
。
攻
撃
の
先

頭
に
Ｊ
Ｒ
が
立
っ
て
い
ま
す
。

　「
団
結
さ
え
崩
さ
な
け
れ
ば
展
望

は
必
ず
切
り
開
け
る
」
は
動
労
千
葉

を
守
る
会
、
動
労
千
葉
を
支
援
す
る

会
、
動
労
千
葉
の
Ｏ
Ｂ
会
や
家
族
会

か
ら
あ
い
さ
つ
を
受
け
た
。

　
久
留
里
線
と
地
域
を
守
る
会
の
三

浦
代
表
は
、
久
留
里
線
廃
線
反
対
の

10
月
19
日
の
亀
山
集
会
を
訴
え
た
。

大
阪
か
ら
駆
け
付
け
た
港
合
同
昌
一

金
属
支
部
の
木
下
委
員
長
、
動
労
総

連
合
水
戸
・
石
井
書
記
長
か
ら
あ
い

さ
つ
を
受
け
た
後
、
24
年
度
運
動
方

針
案
・
予
算
案
の
提
起
と
質
疑
・
応

答
を
経
て
、
運
動
方
針
案
な
ど
を
採

の
闘
い
の
教
訓
で
す
。

　
最
大
の
反
撃
は
、
動
労
千
葉
の
組

織
拡
大
で
す
。
昨
年
の
大
会
で
「
原

則
70
歳
ま
で
組
合
員
」
の
シ
ニ
ア
組

合
員
制
度
を
確
立
し
ま
し
た
。
動
労

千
葉
が
培
っ
て
き
た
団
結
や
人
間
関

係
を
維
持
し
、
動
労
千
葉
の
団
結
を

次
の
世
代
に
引
き
継
い
で
い
く
、
本

格
的
な
組
織
拡
大
を
実
現
す
る
と
い

う
意
味
で
も
、
本
当
に
重
要
で
す
。

シ
ニ
ア
組
合
員
の
組
織
化
を
拡
大
し

て
い
き
た
い
。

　
Ｊ
Ｒ
大
再
編
攻
撃
を
打
ち
破
り
、

組
織
拡
大
を
実
現
し
て
い
く
方
針
の

確
立
に
向
け
て
、
本
日
の
大
会
で
の

活
発
な
討
議
を
お
願
い
し
ま
す
。

11
・
３
全
国
労
働
者
総
決
起
集
会

　

11
月
３
日
（
日
）
正
午　

日
比
谷
野
外
音
楽
堂

　

午
後
３
時　

改
憲
阻
止
！
１
万
人
行
進
（
東
京
駅
へ
デ
モ
）

　
【
関
連
企
画
】
11
・
２
労
働
者
国
際
連
帯
集
会

　
　

11
月
2
日
（
土
）
13
時
30
分
～
／
千
葉
商
工
会
議
所
ホ
ー
ル

業
工
程
が
遅
れ
る
」「
部
品
が
廃
棄

に
」
を
恐
れ
て
い
た
こ
と
が
分
か
っ

て
い
ま
す
。
そ
の
中
で
「
圧
力
が
基

準
値
外
で
も
他
の
項
目
が
正
常
な
ら

安
全
」
が
〝
常
識
化
〟
さ
れ
て
い
ま

し
た
。
不
正
の
原
因
・
責
任
は
明
ら

か
に
会
社
に
あ
り
ま
す
。

融
合
化
施
策
の
撤
回
を

　
会
社
は
コ
ス
ト
削
減
と
利
益
追
求

の
た
め
に
労
働
者
を
ど
こ
ま
で
も
駆

り
立
て
て
き
た
。
そ
の
施
策
が
こ
の

信
じ
が
た
い
安
全
崩
壊
を
生
み
出
し

た
の
で
す
。
鉄
道
は
様
々
な
技
術
分

野
が
あ
り
、
技
術
力
を
持
っ
た
労
働

者
の
養
成
は
鉄
道
の
根
幹
で
す
。
各

系
統
の
技
術
力
養
成
を
放
棄
す
れ
ば

安
全
が
崩
壊
す
る
の
は
当
然
で
す
。

　
し
か
し
Ｊ
Ｒ
東
日
本
は
職
名
廃

止
・
融
合
化
を
進
め
、
専
門
的
な
技

術
・
経
験
を
な
い
が
し
ろ
に
し
て
い

ま
す
。
こ
ん
な
施
策
は
も
う
終
わ
り

に
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

Ｊ
Ｒ
各
社
で
長
年
の
不
正
と
隠
蔽

〝
コ
ス
ト
削
減
・
利
益
追
求
の
結
果
だ
〟

戦争を止め、社会を変える力がここにある

　
動
労
千
葉
の
第
54
回
定
期
大
会
が

９
月
28
日
に
開
催
さ
れ
た
。

　
関
委
員
長
は
冒
頭
の
あ
い
さ
つ

で
、
戦
争
に
突
き
進
む
大
き
な
歴
史

の
分
岐
点
に
立
ち
、
絶
対
に
戦
争
を

阻
止
す
る
こ
と
を
労
働
組
合
の
最
も

重
要
な
任
務
と
し
て
こ
の
大
会
で
改

め
て
確
認
す
る
こ
と
を
熱
く
訴
え
た

（
下
に
要
旨
掲
載
）。

　
来
賓
あ
い
さ
つ
で
は
、
三
里
塚
芝

山
連
合
空
港
反
対
同
盟
や
社
会
民
主

党
千
葉
県
連
合
、
久
留
里
線
と
地
域

　
貨
物
列
車
の
脱
線
事
故
（
７
月
24

日
）
を
き
っ
か
け
に
発
覚
し
た
輪
軸

組
立
作
業
の
不
正
は
、
Ｊ
Ｒ
各
社
や

私
鉄
を
含
め
た
全
国
の
鉄
道
会
社
で

長
年
蔓ま
ん
え
ん

延
し
て
い
た
こ
と
が
発
覚
し

ま
し
た
。
車
軸
に
大
歯
車
を
装
着
し

た
と
き
の
圧
入
力
値
が
基
準
値
を
超

過
し
、
圧
入
力
値
を
記
載
し
た
記
録

簿
が
改
竄ざ
ん
さ
れ
て
い
た
の
で
す
。

　
Ｊ
Ｒ
東
日
本
で
も
、本
体
・
グ
ル
ー

プ
会
社
で
の
改
竄
と
不
正
の
隠い
ん
ぺ
い蔽
が

明
ら
か
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
９
月
20
日
、
Ｊ
Ｒ
東
日
本
は
輪
軸

石破新政権打倒！中国侵略戦争阻止へ

ガザ虐殺をやめろ！ １０・７パレスチナ連帯新宿デモに８００人

国
鉄
１
０
４
７
名
解
雇
撤
回
裁
判

【
判
決
】
11
月
13
日
（
水
）
14
時

　
　 

東
京
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１
０
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時
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だ
が
、
上
述
の
よ
う
に
半
導
体
サ

プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
を
め
ぐ
る
国
際
情

勢
は
大
き
く
変
化
し
た
。
新
型
コ
ロ

ナ
感
染
症
に
よ
る
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー

　
Ｔ
Ｓ
Ｍ
Ｃ
の
熊
本
工
場
建
設
に
最

大
１
兆
２
０
８
０
億
円
の
補
助
金
を

出
し
、
国
内
大
手
キ
オ
ク
シ
ア
の
四

日
市
工
場
に
最
大
９
２
９
億
円
、
米

半
導
体
大
手
マ
イ
ク
ロ
ン
・
テ
ク
ノ

ロ
ジ
ー
子
会
社
の
広
島
工
場
に
最
大

１
９
２
０
億
円
の
補
助
を
行
う
こ
と

を
決
め
た
。

　
日
本
国
内
初
の
Ｔ
Ｓ
Ｍ
Ｃ
熊
本
工

場
は
年
内
に
稼
働
が
始
ま
る
。
10
㌨

前
後
の
最
新
で
は
な
い
（
旧
式
技
術

の
）
レ
ガ
シ
ー
半
導
体
の
製
造
だ
。

　
北
海
道
千
歳
市
で
は
、
最
先
端
半

導
体
の
国
産
化
に
向
け
た
国
策
会
社

「
ラ
ピ
タ
ス
」
の
計
画
が
進
む
（
写

真
）。
Ｉ
Ｂ
Ｍ
の
技
術
供
与
で
２
㌨

の
最
先
端
半
導
体
の
量
産
化
を
目
指

す
。
昨
年
９
月
か
ら
巨
大
工
場
の
建

設
が
始
ま
っ
た
。
関
連
企
業
の
進
出

ラ
ッ
シ
ュ
で
地
価
が
高
騰
し
続
々
と

マ
ン
シ
ョ
ン
建
設
も
進
む
。

　
ラ
ピ
ダ
ス
は
22
年
８
月
に
成
立
さ

れ
、
ト
ヨ
タ
自
動
車
や
ソ
ニ
ー
、
Ｎ

Ｔ
Ｔ
な
ど
８
社
が
出
資
、
直
後
に
政

府
が
７
０
０
億
円
の
支
援
を
発
表
し

た
。
現
在
ま
で
の
政
府
補
助
は
総
額

９
２
０
０
億
円
に
。
な
ん
の
実
績
も

な
い
新
興
企
業
に
政
府
が
１
兆
円
近

く
も
投
資
す
る
の
だ
。
グ
ロ
ー
バ
ル

な
半
導
体
競
争
を
前
に
法
的
な
裏
付

け
も
な
い
ま
ま
進
ん
で
い
る
。

　
米
マ
イ
ク
ロ
ン
社
は
、
広
島
工
場

を
Ａ
Ｉ
向
け
の
次
世
代
半
導
体
メ

モ
リ
の
生
産
拠
点
に
す
る
と
し
て

５
千
億
円
の
投
資
を
決
め
た
。
宮
城

県
で
は
Ｓ
Ｂ
Ｉ
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス

と
台
湾
の
Ｐ
Ｓ
Ｍ
Ｃ
が
共
同
で
半
導

体
工
場
を
建
設
す
る
計
画
（
投
資
額

９
千
億
円
）
が
進
ん
で
い
た
が
９
月

に
白
紙
撤
回
に
。
今
後
、
Ｐ
Ｓ
Ｍ
Ｃ

は
イ
ン
ド
で
工
場
建
設
を
進
め
る
。

　
か
つ
て
日
本
は
半
導
体
産
業
が
非

常
に
強
か
っ
た
。
１
９
８
８
年
に
は

世
界
全
体
の
半
導
体
の
売
り
上
げ

ト
ッ
プ
10
社
の
う
ち
５
～
６
社
を
日

高
め
る
こ
と
が
目
標
だ
。

　
巨
額
の
補
助
金
を
得
て
Ｔ
Ｓ
Ｍ
Ｃ

は
海
外
で
の
工
業
分
散
を
進
め
る
。

米
国
で
は
ア
リ
ゾ
ナ
州
で
４
㌨
メ
ー

ト
ル
の
最
先
端
半
導
体
工
場
の
建
設

が
進
む
。
最
先
端
の
２
㌨
の
チ
ッ
プ

を
作
る
工
場
建
設
の
構
想
も
あ
る
。

　
開
発
・
設
計
部
門
で
は
今
年
上
半

期
に
米
国
の
半
導
体
メ
ー
カ
ー
「
エ

ヌ
ビ
デ
ィ
ア
」
が
株
式
時
価
総
額
で

３
兆
㌦
を
超
え
世
界
１
位
と
な
っ

た
。
マ
イ
ク
ロ
ソ
フ
ト
、
ア
ッ
プ
ル

も
時
価
総
額
３
兆
㌦
を
超
え
三
つ
巴

が
続
く
。
円
換
算
す
る
と
１
社
で
約

５
０
０
兆
円
の
水
準
。
ト
ヨ
タ
自
動

車
の
10
倍
以
上
、
東
京
プ
ラ
イ
ム
市

場
１
６
０
０
社
余
の
時
価
総
額
が
約

１
千
兆
円
な
の
で
１
社
だ
け
で
そ
の

半
分
を
占
め
る
。

　
エ
ヌ
ビ
デ
ィ
ア
は
ゲ
ー
ム
や
動
画

編
集
な
ど
の
高
速
の
画
像
処
理
に
不

可
欠
な
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
ボ
ー
ド
の

メ
ー
カ
ー
だ
。
Ａ
Ｉ
に
よ
る
機
械
学

習
の
「
計
算
」
が
画
像
処
理
の
計
算

と
似
て
い
る
た
め
エ
ヌ
ビ
デ
ィ
ア
の

Ｇ
Ｐ
Ｕ
が
使
わ
れ
る
。
こ
の
２
年
ほ

ど
で
株
価
は
数
倍
化
し
た
。

　
Ｅ
Ｕ
も
５
０
０
億
㌦
規
模
の
独
自

の
計
画
を
進
め
る
。
ド
イ
ツ
で
イ
ン

テ
ル
の
工
場
や
Ｔ
Ｓ
Ｍ
Ｃ
の
合
弁
企

業
等
の
構
想
が
進
む
。
Ｅ
Ｕ
の
目
標

も
30
年
ま
で
に
世
界
の
半
導
体
製
造

シ
ェ
ア
20
％
。
他
方
、
中
国
政
府
は

米
日
を
し
の
ぐ
１
４
２
０
億
㌦
を
投

資
す
る
と
の
推
計
も
出
て
お
り
、
中

国
は
半
導
体
技
術
の
自
立
化
を
加
速

さ
せ
て
い
る
。

国
策
会
社
ラ
ピ
ダ
ス

　
日
本
政
府
は
、
半
導
体
関
連
で
こ

の
数
年
で
約
３
兆
９
千
億
円
の
予
算

を
確
保
。
経
済
産
業
省
が
30
年
ま
で

に
半
導
体
関
連
産
業
の
国
内
売
上
高

を
現
在
の
３
倍
と
な
る
15
兆
円
に
引

き
上
げ
る
目
標
を
発
表
し
た
。

武
器
見
本
市
に
反
対
！

　
千
葉
で
９
月
29
日
、
武
器
見
本
市

反
対
の
幕
張
メ
ッ
セ
包
囲
デ
モ
」
が

80
人
で
行
わ
れ
た
（
写
真
右
）。

　
右
翼
の
街
宣
車
10
数
台
が
押
し
掛

け
た
が
、
圧
倒
的
注
目
で
デ
モ
を
や

り
ぬ
い
た
。
幕
張
メ
ッ
セ
の
イ
ベ
ン

ト
に
参
加
し
て
い
た
若
者
の
注
目
を

集
め
、
声
援
が
寄
せ
ら
れ
た
。

　
来
年
５
月
に
、
千
葉
県
有
施
設
で

あ
る
幕
張
メ
ッ
セ
で
武
器
見
本
市
が

計
画
さ
れ
、
世
界
か
ら
２
８
１
社
、

イ
ス
ラ
エ
ル
の
軍
事
企
業
が
15
社
も

参
加
を
予
定
し
て
い
る
。

　
デ
モ
隊
は
「
千
葉
の
県
有
施
設
で

あ
る
幕
張
メ
ッ
セ
を
死
の
商
人
に
貸

す
な
」
と
訴
え
た
。

10
・
７
蜂
起
か
ら
１
年

　
昨
年
10
月
以
来
、
イ
ス
ラ
エ
ル
軍

の
ガ
ザ
へ
の
空
爆
や
地
上
侵
攻
に

よ
っ
て
４
万
人
以
上
の
パ
レ
ス
チ
ナ

の
人
び
と
が
虐
殺
さ
れ
て
い
る
。
イ

ス
ラ
エ
ル
は
レ
バ
ノ
ン
―
中
東
全
域

へ
戦
火
の
拡
大
を
狙
う
。

　
イ
ス
ラ
エ
ル
は
「
自
衛
の
権
利
で

正
当
だ
」
と
虐
殺
を
正
当
化
し
、
Ｇ

７
な
ど
帝
国
主
義
は
こ
れ
を
全
面
支

持
し
て
い
る
。
日
本
政
府
も
一
貫
し

て
イ
ス
ラ
エ
ル
を
支
持
し
て
い
る
。

　
昨
年
の
10
・
７
蜂
起
は
、
イ
ス
ラ

エ
ル
建
国
以
来
の
極
限
的
な
民
族
抑

圧
に
対
す
る
積
も
り
積
も
っ
た
怒
り

の
根
底
的
決
起
で
あ
り
、
世
界
を
戦

争
に
叩
き
込
む
帝
国
主
義
の
世
界
支

配
を
根
底
か
ら
打
ち
破
る
闘
い
だ
。

　
10
月
７
日
、
改
憲
・
戦
争
阻
止
！

大
行
進
の
呼
び
か
け
で
イ
ス
ラ
エ
ル

大
使
館
行
動
と
新
宿
デ
モ
が
行
わ
れ

た
。
大
使
館
抗
議
行
動
は
世
界
中
に

報
道
さ
れ
、
新
宿
デ
モ
に
は
８
０
０

人
が
集
ま
っ
た
（
写
真
は
表
面
）。

ミ
サ
イ
ル
配
備
許
す
な

　
横
須
賀
（
神
奈
川
県
）
で
９
月
22

日
、
海
自
艦
の
ト
マ
ホ
ー
ク
配
備
阻

止
や
米
原
子
力
空
母
撤
去
な
ど
を
訴

え
て
横
須
賀
闘
争
が
闘
わ
れ
た
。

　
京
急
横
須
賀
中
央
駅
前
に
３
５
０

人
が
集
ま
り
、
中
国
侵
略
戦
争
絶
対

阻
止
の
決
意
を
ア
ピ
ー
ル
。
米
海
軍

横
須
賀
基
地
（
第
７
艦
隊
）
に
対
し

て
申
し
入
れ
。
全
学
連
の
学
生
を
先

頭
に
機
動
隊
の
阻
止
戦
を
突
破
し
、

実
力
闘
争
で
申
し
入
れ
行
動
を
貫
徹

し
た
（
写
真
左
）。

ガ
ザ
虐
殺
や
め
ろ
！ 

戦
争
反
対
！

幕
張
・
新
宿
・
横
須
賀
で
反
戦
デ
モ
闘
う

家
電
か
ら

兵
器
ま
で 

半
導
体
製
造
を
め
ぐ
り
激
化
す
る
国
際
競
争

日本政府が
４兆円補助 千歳・広島・熊本で巨大工場建設が進む

　
今
後
、
軍
事
シ
ス
テ
ム
に
Ａ
Ｉ
技

術
は
不
可
欠
と
な
り
、
そ
れ
は
高
性

能
の
半
導
体
を
必
要
と
す
る
。
半
導

体
は
世
界
の
軍
事
バ
ラ
ン
ス
を
も
左

右
す
る
。
い
わ
ば
国
の
存
亡
に
関
わ

る
最
重
要
物
資
な
の
だ
。

　
こ
う
し
て
半
導
体
の
確
保
に
各
国

が
必
死
に
な
っ
て
い
る
。
自
国
に
製

造
工
場
を
確
保
す
る
た
め
各
国
政
府

は
巨
額
の
補
助
金
を
拠
出
し
、
ま
た

自
国
で
次
世
代
半
導
体
を
開
発
・
製

造
す
る
動
き
を
加
速
さ
せ
て
い
る
。

世
界
中
で
半
導
体
工
場
の
建
設
ラ
ッ

シ
ュ
が
起
き
て
い
る
。

　
と
り
わ
け
米
中
両
国
が
熾
烈
な
主

導
権
争
い
を
繰
り
広
げ
て
い
る
。
受

託
生
産
（
製
造
）
で
は
世
界
シ
ェ
ア

７
割
を
占
め
る
「
台
湾
有
事
」
へ
の

対
応
も
含
め
、
半
導
体
を
め
ぐ
る
国

際
競
争
は
も
は
や
経
済
的
合
理
性
を

超
え
た
動
き
に
も
な
っ
て
い
る
。

米
中
の
熾
烈
な
対
立

　
半
導
体
の
開
発
競
争
は
熾
烈
で
、

最
先
端
の
設
備
を
作
る
た
め
に
は
巨

額
の
投
資
が
必
要
だ
。
こ
の
た
め
近

年
は
開
発
や
設
計
な
ど
各
企
業
が
得

意
分
野
に
特
化
す
る
水
平
分
業
が
世

界
的
に
進
ん
だ
。
開
発
・
設
計
は
米

ク
ア
ル
コ
ム
や
ア
ッ
プ
ル
な
ど
工
場

を
持
た
な
い
企
業
が
担
い
、
製
造
は

台
湾
Ｔ
Ｓ
Ｍ
Ｃ
な
ど
に
任
せ
る
サ
プ

ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
の
水
平
分
業
体
制
が

主
流
と
な
っ
た
。

　
台
湾
の
Ｔ
Ｓ
Ｍ
Ｃ
は
半
導
体
チ
ッ

プ
を
製
造
す
る
技
術
に
集
中
し
て
研

究
開
発
と
巨
額
投
資
を
続
け
た
。
同

社
は
中
国
（
上
海
・
南
京
）
に
も
工

場
を
建
設
し
、
欧
米
向
け
や
中
国
国

内
の
製
造
業
に
半
導
体
チ
ッ
プ
を
供

給
す
る
体
制
を
整
え
た
。
製
造
部
門

で
は
Ｔ
Ｓ
Ｍ
Ｃ
の
独
壇
場
だ
。

　
こ
の
数
年
、
世
界
的
な
半
導
体
不

足
が
自
動
車
や
家
電
の
生
産
に
大
き

な
影
響
を
与
え
て
い
る
。

　
自
動
車
は
「
走
る
半
導
体
」
と
言

わ
れ
、
自
動
運
転
技
術
の
導
入
は
半

導
体
の
確
保
が
カ
ギ
と
な
る
。
半
導

体
は
家
電
か
ら
軍
事
技
術
ま
で
幅
広

く
必
要
と
さ
れ
る
。

　
こ
の
数
年
、
デ
ジ
タ
ル
・
ト
ラ
ン

ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
（
Ｄ
Ｘ
）
で

様
々
な
分
野
の
デ
ジ
タ
ル
化
が
加
速

的
に
進
む
。
通
信
イ
ン
フ
ラ（
５
Ｇ
）

や
デ
ー
タ
セ
ン
タ
ー
な
ど
の
設
備
投

資
で
半
導
体
需
要
は
さ
ら
に
高
ま
っ

て
い
る
。
今
後
は
Ａ
Ｉ（
人
工
知
能
）

技
術
が
産
業
の
命
運
を
分
け
る
と
も

言
わ
れ
て
い
る
が
、
最
先
端
半
導
体

の
開
発
・
確
保
が
必
須
だ
。

　
産
業
だ
け
で
な
く
近
年
の
軍
事
技

術
に
は
半
導
体
は
欠
か
せ
な
い
。

　
戦
車
や
戦
闘
機
、
ミ
サ
イ
ル
に
は

多
数
の
半
導
体
が
使
用
さ
れ
る
。
ウ

ク
ラ
イ
ナ
戦
争
で
は
ド
ロ
ー
ン
や
小

型
ミ
サ
イ
ル
の
有
効
性
が
確
認
さ

れ
、
セ
ン
シ
ン
グ
（
セ
ン
サ
ー
に
よ

る
情
報
収
集
）
な
ど
で
半
導
体
が
大

量
に
必
要
と
さ
れ
て
い
る
。

ン
の
途
絶
な
ど
も
あ
る

が
、
最
大
の
要
因
は
米

中
対
立
だ
。
米
ト
ラ
ン

プ
前
大
統
領
の
対
中
国

の
貿
易
戦
争
で
フ
ァ
ー

ウ
ェ
イ
な
ど
の
製
品
が

締
め
出
さ
れ
、
中
国
最

大
手
の
受
託
製
造
Ｓ
Ｍ

Ｉ
Ｃ
に
対
す
る
制
裁
が

世
界
的
な
半
導
体
不
足

の
引
き
金
に
な
っ
た
。

　
続
く
バ
イ
デ
ン
政
権

も
22
年
10
月
に
最
先
端

半
導
体
や
製
造
装
置
の

中
国
輸
出
を
原
則
禁
止

と
し
、
日
本
政
府
に
も

足
並
み
を
揃
え
る
よ
う

求
め
た
。
欧
日
を
巻
き

込
ん
だ
対
中
国
包
囲
網

を
展
開
し
て
い
る
。

　
半
導
体
分
野
で
米
国

は
今
も
開
発
・
設
計
で

は
圧
倒
的
な
力
を
持
っ

て
い
る
が
、
半
導
体
を

製
造
す
る
能
力
は
小
さ

い
。
世
界
生
産
に
占
め

る
米
国
の
シ
ェ
ア
は
現

在
１
割
ま
で
低
下
し
て

い
る
。
Ａ
Ｉ
（
人
口
知

能
）
向
け
半
導
体
の
設
計
で
ト
ッ
プ

企
業
に
躍
り
出
た
エ
ヌ
ビ
デ
ィ
ア
も

ア
ッ
プ
ル
も
Ｔ
Ｓ
Ｍ
Ｃ
抜
き
で
は
ビ

ジ
ネ
ス
が
成
り
立
た
な
い
。

　
バ
イ
デ
ン
政
権
は
、
米
国
内
の

半
導
体
製
造
拠
点
の
増
設
な
ど
に

５
２
７
億
㌦
（
約
８
兆
円
）
の
投
資

を
決
め
た
。
10
年
後
に
最
先
端
半
導

体
製
造
の
世
界
シ
ェ
ア
を
20
％
ま
で

本
が
占
め
た
。
当
時
の
日
本
企
業

は
、
設
計
か
ら
製
造
、
販
売
ま
で
自

社
で
す
べ
て
行
う
垂
直
統
合
型
を
採

用
し
、
そ
の
後
に
主
流
と
な
っ
た
得

意
分
野
に
特
化
す
る
水
平
分
業
型
に

対
応
で
き
な
か
っ
た
。
ま
た
日
米
半

導
体
協
定
に
よ
る
規
制
や
バ
ブ
ル
崩

壊
後
の
投
資
の
消
極
化
な
ど
に
よ
り

日
本
企
業
は
著
し
く
衰
退
し
、
現
在

は
10
％
を
割
り
込
む
。
半
導
体
の
製

造
装
置
や
シ
リ
コ
ン
ウ
エ
ハ
な
ど
の

素
材
分
野
で
は
現
在
も
あ
る
程
度
の

競
争
力
を
有
し
て
い
る
。

＊

　
以
前
は
「
鉄
は
国
家
な
り
」「
鉄

を
制
す
る
者
が
国
を
制
す
る
」
と
さ

れ
、「
産
業
の
米
」
と
言
え
ば
鉄
だ
っ

た
が
、
近
年
は
「
産
業
の
米
」
は
半

導
体
を
指
す
。
家
電
か
ら
兵
器
ま
で

あ
ら
ゆ
る
も
の
に
利
用
さ
れ
、
文
字

通
り
産
業
の
基
盤
だ
。

　
半
導
体
は
、
電
流
を
通
す
鉄
や
銅

な
ど
の
導
体
と
、
電
流
を
通
さ
な
い

ゴ
ム
や
ガ
ラ
ス
な
ど
の
絶
縁
体
の
中

間
の
性
質
が
あ
る
物
質
。
半
導
体
に

は
電
流
の
オ
ン
オ
フ
を
切
り
替
え
る

機
能
が
あ
り
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
な

ど
電
子
機
器
に
使
う
集
積
回
路
に
使

わ
れ
る
。

　
半
導
体
が
本
格
的
に
登
場
し
た
の

は
１
９
５
０
年
前
後
で
、
ト
ラ
ン
ジ

ス
タ
→
集
積
回
路
（
Ｉ
Ｃ
）
→
大
規

模
集
積
回
路
（
Ｌ
Ｓ
Ｉ
）
…
…
と
集

積
化
と
小
型
化
が
進
ん
だ
。
現
在
は

ナ
ノ
メ
ー
ト
ル
（
10
億
分
の
１
㍍
／

髪
の
毛
の
10
万
分
の
１
に
相
当
）
レ

ベ
ル
の
超
微
細
な
チ
ッ
プ
に
電
子
部

品
を
実
装
す
る
技
術
に
ま
で
進
化
し

て
い
る
。

　
現
在
の
日
本
の
技
術
水
準
は
30
㌨

前
後
で
世
界
水
準
か
ら
10
年
以
上
遅

れ
て
い
る
。
ラ
ピ
ダ
ス
の
２
㌨
の
実

用
化
は
台
湾
Ｔ
Ｓ
Ｍ
Ｃ
や
韓
国
サ
ム

ソ
ン
の
３
㌨
を
し
の
ぐ
。
起
死
回
生

を
狙
う
が
疑
問
視
す
る
声
も
多
い
。

　


